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The conservation and re-use of cooling water are necessary ln Various industries ∇hicb requlre

enormous volume of water in their own manufacturing processes. To serve in water

conservation program, we血ave been皿anufactl∬ing and sening cooling towers for almost
25 years since 1962.

Durillg the past years we have delivered more than 4 000 cens of cooling towers and some

hundreds cells of which were delivered to more than 40 countries including Latin American,

East European, Oceanian and African countries, not to mention Asian countries.

This report describes some examples of large capacity cooling tovers in overseas projects
in

a view of field works together with a sample of fun turn-key job handled by us recently
in

Sumatra, Indonesia.

ま え が き

多くの用水型産業やその他の用水設備において,大量の

工業用水の冷却再循環使用がその定常のシステムとなり,

当社が1962年以来,冷却塔の製造販売を始めて25年を迎え

ようとしている｡ (写真1)

この間4000セル以上の納入実演を踏まえ,その内400セ

ル近くは海外の40カ国以上-納めてきており,その足跡は

アジア諸国はもとより,中南米,東ヨーロッパ,オセアニ

ア,アフ1)カおよび中近東に及んでいるo

ここで近年の大型冷却塔の海外工事のいくつかの例と,

インドネシヤにおけるフルターンキー契約の例を工事上の

観点から紹介する｡

1.近年の海外工事例

1. 1 ASEAN Bintultl Fertilizer SdrL. Bhd/Malay-

sia向け冶却塔(写真2)

1)主要諸元

容 量:24600 m3/也, 8セル× 1基

冷却条件: EWT 42 OCICWT 32 oC-WBT 29 oC

フ ァ ン:8530mm≠

モ ー

タ:160kW/セル

納入完了: 1984年2月

写真1大型クロスフロー型木製冷却塔フィリピンニッケル鉱

LU,ニッケ/t'精錬所向け17 000 m3/h 1973年建設完
PI10tO. 1 Cross･flow wooden stmcture cooling tower in mining

plant
in PbilipplneS.

Capacity : 17 000 m8^ constrtlCted
in 1973

2)概況

プランT.ほK製鋼所紅よる二エンジニア1)ングであった

が,建設工事のサブ･コントラクターはほとんどが韓国の

H建設がたずさぁっており,冷却塔もその例外ではなかっ

た｡従って当社のS/V (スーパーバイザー)もマレイジ

ャの地で韓国のE建設を技術指導することが大きな責務の

一つとなった｡

亜熱帯雨林に拓かれた地での=事進捗が比較的オンスケ

デュ-/レで運ぶことができたのもS/Vの適切な指導に加

えて,韓国人パワーR=よるところが大きかった｡

韓国の急速な近代化糾ま目をみはらされるが,海外請負

工事においても,近年の豊富な経験に裏打ちされた自負と

自信は一面では既R=日本人をしのぐのではないかと思わ

れ,認識を新たにするものがあった｡

今後,このようなバイクl)ティあふれるワーカーをいか

に活用できるかが,海外工事での器量の優劣に直結するの

ではないかと思われたプロジェクトであった｡

1. 2 淡水化プラント/Satldi Arabia向け冷却塔(写真3)

1)主要諸元

容 量:11200m3/h 8セ)I,×1基

冷却条件: fIWT 36 oC-CWT 30 oC-WBT 26.5 oC

写真 2 大型クロスフロ-型木製冷却塔マレーS/ヤ月巴料プラン

TL向け24 600 m3/ら 1985年建設完
Photo. 2 Cross-flow wooden structure cooling

tower in fertilizer

plant in
Malaysia.

Capacity : 24600 m3/h constructed
in 1985

Vol. 31 No. I (1987/3) 神鋼ファウドラー技報 45



7
ァ ン:6100m□ユ¢

≡ -

タ:75kW/セ)I,

勾入完了: 1980年3月

概王妃

二のプロジュクーは日量20万Tlンの淡水化造水プラン†

i,り,サウジ7ラビア農業水利省の発注により日本のE

b･よぴS社がエンジニア1)ングを行い,英国のM&P社

=ンサルタン†として介在していたo工事施工はト)I,コ

三社が受けもっていたo

lンサ)I,タン下が英国であるため,全ての規格にBS

･itis血Standard)が適用されており,冷却塔の主構造

さある木材の防腐処理法ひとつをとってもBSとJ I S

)相違を十分理解し,適切に処理されることが要求され

･た｡

少漠,熱射,加えて戒律の厳しい回教国R:おける工事は

IFこ従事する者にとって極めて過酷な環境であり,健全

㌢体と強固な精神が要求される｡緑豊かで多くの娯楽と

白のある日本で,育まれた価値観では計りかねることが

･が,それが回教国での生活と言える｡

当地のラマダン(断食･7ノ-8月)の時期は当然のことな

ら, =事進捗は極端に落ちる｡これらの状況の中でも当

真 3 大型クロスフロー型木製冷却塔サウジアラビア淡水化

プラント向け11200 m3パ1 1981年建設完

oto. 3 Cross-flow wooden stnlCture COOling tower
deminera1

1ization pl血t in Salldiarabia.

Capacity : ll 200 m3/h corlStruCted ir1 1981

真 4 大型クロスフロー型木製冷却塔タイ火力発電所向け

15840 m3/hx 4ユニット1985年建設完

oto. 4 Cross･flow wooden stmcture cooling
to∇er in po∇er

plant
in Thailand.

Capacity : 4 lltlitx 15 840 m3AI COnStruCted in 1985

社のS/Vは中近東各国,回教国での多くの経験を生かし

多くの第三国のワーカーも含めた現地ワ-カーに適切な技

術指導を行い工事をとどこおりなく完遂してきた｡

1. 3 n4ae Mob power project ♯4ノ-♯7/Thailand 向

け冷却塔(写真4, 5)

1)主要諸元

容 量: 15840 m3/hx4units,

冷却条件: IiWT 39.4 oC-CWT28.5

フ ア ン:8530mm¢
モ ー

タ:150kW/セ)I/

納入完了: 1985年7月

5セル×4 units

oC-WBT 23.5 oC

2)概況

タイ国北部ランバン近郊で採取され1)グナイ† (褐炭)

を原料にする1ユニット15万kWのパワ-プラントに納

入されたものである｡当社はユ=ット4′-7まで足かけ4

年をかけ納めてきた｡今後の計画としてほ1ユニッ†30万

kWとなりユニッT･ 8′-9が予定されている｡

タイ電力庁の発注ではあるがコンサルタンTtとしてMM

C (スイス･ E社とMC社の合弁会社)が当っていた｡

冷却塔と大型送水設備一式ほ当社の供給範囲として受注

し,ターンキーでのギャランティーが課せられていた｡

建設工事はEGAT (タイ電力庁)の社員にて遂行さ

れ,ワ-カーとなる社員のほとんどは現地採用であった

が,エンジニアは本社より派遣されていた｡従って現地の

業務組織は非常にライン的であり,組織を理解し,ラインの

キーマンと密技なコミュニケーションを計ることがS/V

業務をスムーズに運ぶこつであったo長期にかかわる現地

工事は笠舌に尽し莫臣い苦労も多かったが,非常に親日的な

雰囲気の中で,全てのコミッショニングを完了することが

できた｡

1. 4 NCZ社/Zambia向け冷却塔リハビリテーション

1)主要諸元

容 量:3400m3/也, 2セル×1基

冷却条件: EWT 36 OCICWT 28 OCIWBT 22 oC

フ ァ ン:6700mm≠

モ ー

タ:55kW/セ7L,

工事完了: 1986年4月

写真 5 大型送水ポンプタイ火力発電所向け 8100 rna/bx 2

基×4ユニット1985年据付完

Photo.5 Water supply pⅦ11p in power plantinThai】and. Ca-

pacity: 4 unitx8 100 m3/h
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第1図 塔体修理報告の一部

Fig. 1 Apart
of final report

for
cooling

tower structure rehabilitation

2)概況

これは1968年に納入した冷却塔を18年後の1986年VL 1)ノ､

ビ1)チ-ジョン工事を行ったものである. E社のエンジニ

ア1)ングのもとVL当社が受注したが,当時の図面,仕様等

の周到な図書管理のほかに経験ある修理技術の対応が要求

される業務であった｡当社でほ修理計画の作成援助を行

い,立案された計画紅従い必要な部材の供給とS/Vの派

遣を行った｡

当社のS/Vは物心とも忙日本より支援し難いアフリカ

の奥地で陽気な黒人ワーカーを指導し,日本での経験ある

修理技術を臨機応変に駆使し, 18年を経過した冷却塔をみ

ごとによみがえらせ,初期の1)ノ､ビ1)テージョン計画を完

遂した｡

参考までに塔体の修理報告書の一部を第1図に掲載す

る｡

今後共,予想されるこのような海外での1)ノ＼ビ])チ-シ

ョン=事のあり方に更に経験を深めた一例であったo

2. フルターンキー契約の一例
2. 1 Pertamina a).oma project/Indonesia向け冷却塔

1)主要諸元

容 量:9214m3/b 3セル×1基

冷却条件: EWT 45.1 oC-32 oC-28 oC

フ ァ ン･.8530mm申
モ ー

タ:185kW/セル

納入完了: 1984年12月

2)概況

当プロジェクトはインドネs/ヤ共和国の石油公社プ/レタ

ミナの発注により当社は附帯設備の薬注設備と共にフ)I/メ

ーンキーで一括受注し,冷却塔の現地建設コ:事もランプサ

ム(請負)契約したものである｡

エンジニアリングはアメリカK社と西ドイツのT社のジ

ョインヤベンチャーで統括され,当社との契約交渉はアメ
リカで行われた｡

本案約の概要は次のとおりである｡

2. 1. 1契約体系

第2図に見るように調達は西ドイツのT社が主となって

いるため,ヨーロッパ各国が参入しており,一方建設の方

ほアメリカT社の現地法人が主となっているため,世界各

国が参入していた｡

I:I

廟
層曾

EIS

拝S

tlS

トIJ=ゝヾ

lLS

IrS

さS

2. 1. 2 現地体制

顧客の現地体制は第3図R:表すように担当部門がありそ

れぞれのマネージャー,チ-フエンジニアおよぴオフィサ

ーは米,英,狗,仏,加,メキS/コ,インドネジヤ,日本
等,さまざまな人種,国籍の人々であった｡従ってコミュ

ニケーS/ヨンは全て英語で統一され,英語の習熟は必要不

可欠な条件であった｡

2. 1. 3 海外工事請負体制

当社は現地のサイトオフィスと本社との間VL第4図に衰

Construction

Procurement

I iothers
コ垂I

I
iothers

P : Pertamina/血donesia

K : a Corporation/U. S. A

T : T Gmbb/W. Germany

T/J : Joint vencher of T Gmbh and JapatleSe trading companies

S P : Sbinko･Pfaudler

第2図 契約体系

Fig. 2 G)ntract rotlte

pi-lK】-

ーAdministration
(

-Procurement
dq

-hspectiotl
dept.

-Construction
°ept.
-

1Schedulitlg
°ept.
-･

-Stlb･contracts
dept.
I

Administration & hspection

l→

-う

→

→ ド
-1空≒

第3国 現地体制

Fig. 3 Client's field formatiorl
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･ような役務分担と1)レーションシップを設定し,サイ

アイスの各員には表記のような役務分担を行った｡

のようなl)レ-ジョンシップを設定するまでRlは,現

:況の掌握のための出張や,社内検討のほか,境地法人

p契約内容の調整や吟味が十分必要であったことほ言う

こもないo

. 4 現地法人との契約

工程

ず現地法人P. T杜の能力を掌達し,その能力によっ

i化し得る工程を協議の上作成した.第5国に見るよう

:程表は基本的なバーチャ-ト式によるが,出来高のS

･ブを重複記入したものとした｡
契約

i々の折衝と細部のとりまとめの合意を得て,契約書の

≡と相互の調印を行った｡

.とに支払条件は互いに重要な案件となるが,当件につ

Progress report

Follow tip

/ Advice

;P Site office

Site manager

:hief engineer

Supervisor

SP Bead office

P ayment

Invo ice

Administration

Sched山ing

Certification

Rep orting

Nego tiation

Material control

Quality control

Safety control

Sup ervision

P.T Corp.

国 境地工事請負体制

. 4 Formation & re一ationship
for constructiorl contract

いては先方現地法人の強い要求をとり入れ,
Down pay-

ment (前払)を含む出来高払いと,一部を完成後払いと

したうえ,全て海外口座振込とすることで合意となった｡

当社の受注条件も同様なものであったことから,スライド

して問題のない内容であったと考えている｡

3 ) Progress report

出来高払の証となるものは,書式の決められた現地から

のレポ-トであり,現地法人匠て作成の上, Site office

にて確認,東認されたものがInvoce (請求書)と共紅本

社へ送付された｡本社はこの出来高証明FLより支払手続を

行った｡

2. 1. 5 工事完成

現地工事において何んら問題もなく,完成KL.至ることは

庵めてまれであることは関係者がよく理解されているとこ

ろである｡

現地で発生する問題の多くはSite officeで解決されて

Erection

Transp orting

Field facility

lnsura nce

Labor
control

ゆくが,本社へ指示を求めまた援助を要請

する事項も発生する｡それらの解決のため

シこは本社において一貫した流れを掌虚し
組織へ反映してゆく Receiver 兼 Coor-

dinatorの存在が必要であった｡

Site office と本社のコンビネーS/ヨン

により,晴れて=事完成の瞭には第6図に

表すような 〃Constrnction completion

certificate''により証明,確認され,更ケこ
Site
managerはあらかじめ提出した帰国

許可申請に対し第7図のような帰国了解と

共R:感謝の意がこめられたエンジニアT)ン

グ会社の手/Sを】貫き,帰社の途Klついたo

その後,時を改め,試運転を完了し,フ

ルターンキー契約をとどこおりなく完了し

た｡
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第6図 工事完成証明

Fig. 6 CbtlStruCtion
completion certificate

む す び

日本の製造業においてほ諸般の情勢より国際化著しい今

日であるが,当社の冷却塔部門では創業以来国際的交流と

経験を深め,技量と人材の育成を計ってきた｡

Phju, 17th tlov可血er 1984

Z!'.T. Shi71ko PfatJdler co.Ltd.

sエ亡e Office

A亡t s とk.

A名rC eZnent

Ref

stAbject:

T)ear sir.

6368-甘98-1O 1

-

-JV/SP-09L

聖巴空地生+__.._..__

With reference､toアOur letter Tef･ SP/
.-

Novenber 1984` Ve confirm otlr aSreeZBent

the Project follovitlg the issuat)ce of our

Certificate tltLdeT Sel】aてate Cover.

We should like to take this opportut)icy to

-JV/J3
dated )7th

to
your depaz.亡ure

from

constrtLC亡ion conpletion

亡ha曲you for:7011r

cDOPera亡ion and contribtl亡ion
in bringing the cons-mctiozL Of yotlr

eleznen亡of the Projec亡to a satisfactory concltISion.

てQLITS王aitbfully,

山
Sr･ReBidetlt CotlStruCtionぬnager

Rエア/zzn.

第7国 帰国許可

Fig. 7 Departure agreement

現地工事は一つの納入業務の流れの中で最下流に位置ザ

る訳であゃが,それ故全ての集約と結果がそこに現れると
表現しても過言ではないoスム-.ズに工事を完成し,.コミ

I/yヨニングを終え‾るととは,親地出張員の責務であり宗
りでもある｡

数例の冷却塔海外工事を紹介させて頂いたが,何んらカ･

のご参考に具して頂ければ幸甚であJるo
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